
公益信託世田谷まちづくりファンド  

第３３回助成事業  審査講評 

まちづくり活動部門  

【２回目応募グループ】  

 

＜３－１  祖師谷子育てネットワーク「そこだね」＞  

・地域では大規模な団地の建て替えが進み、今後さらに新しい子育て世帯

が増えることが予想されます。プレゼントを受けっとった後も地域との

つながりを保てるようなイベントの企画や、さらに多くの地域のサポー

ターを取り込む工夫、担い手の育成を実践して子育てしやすい街を目指

してください。  

 

＜３－２  まっちはこっち＞  

・活動 2年目にして、キラーコンテンツが確立しており、安定感のある活

動だと思います。とはいえ、安定しすぎるのも良くないようにも思うの

で、集まってきた子供達をもっと楽しませることができるような、新し

いプログラムにも（にぎやかなものでも、じっくりしたものでも）挑戦

をしていただければと思います。  

 

＜３－３  世田谷中町コーヒークラブ＞  

・家にこもりがちな高齢男性向けの大事な取り組みだと思いました。参加

するときっと自分もやってみたいと思う人がいると思うのでまず世田

谷のいろいろな場所で開催して頂けると嬉しいです。  

 

＜３－４  子育てサロンほっこり＞  

・子育て中の親子にとって、地域に実家のような頼れる居場所があること

の価値は大きいです。だからこそ、美味しいケーキでのおもてなしでは

なく、これからも大事な場所であり続けるためには何が必要か、その優

先順位を考える１年にして欲しいと思います。  

 

＜３－５  おやこ和文化プロジェクト＞  

・近年、SNSを活用したプロモーションが広がっており、特に若い世代（や

世界）への波及効果を期待します。また、審査会では「住民参加型イベ

ント」についてもお話しされていましたので、人のつながりを育む試み

やイベント開催など、オンラインとオフラインの相乗効果を期待します。 

 


